
(4)小学校社会科見学 学習指導要領と副読本、博物館資料との関連 

 ここでは現行の学習指導要領の目標、内容等と照らし合わせて博物館での学

習との関連性を整理し、社会科見学等での目的や指導内容等がまとめてありま

す。 

ア 学習指導要領改訂の趣旨           小学校社会科解説 P8 

社会科見学、博物館に関する内容については次のように示されました。 

 

 

 

 

 

  

イ 各学年の目標及び内容 

 

 

 

                                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

[第 3学年の内容]               学指要解説 小学校社会科 P13 

 
○ 主として「歴史と人々の生活」に区分される内容 

・これまでの「古くから残る暮らしにかかわる道具，それを使っていたころの暮らしの様子」に

関する内容を「市の様子の移り変わり」に関する内容に改め，交通や公共施設，土地利用

や人口，生活の道具を調べるように示した。また，少子高齢化等による地域の変化を視野に

入れて，内容の取扱いにおいて，「『人口』を取り上げる際には，少子高齢化，国際化などに

触れ」ることを示した。また，政治の働きへの関心を高めるようにすることを重視して，内容の

取扱いにおいて，「市が公共施設の整備を進めてきたことを取り上げること。 

 [第 4学年の内容]       学指要解説 小学校社会科 P14 

 
 ○ 主として「歴史と人々の生活」に区分される内容 

・県内の伝統や文化に関する内容については，内容の取扱いにおいて，「県内の主な

文化財や年中行事が大まかに分かるようにする」ことを示した。 

・先人の働きに関する内容については，内容の取扱いにおいて，これまでの「開

発、教育，文化，産業など」に「医療」を加えた。 

 

 [第6学年の内容] 

〇「歴史と人々の生活」に区分される内容 

・第 6 学年の我が国の歴史学習においては、「世の中の様子、人々の働きや代表的な文

化遺産などに着目して」調べることや、「我が国の歴史の展開を考えること、我が国が

歩んできた「大まかな歴史」や「関連する先人の業績、優れた文化遺産」を理解する

ことなど、小学校の歴史学習の趣旨を明示した。 

 

○ 教育環境の充実のために次のような条件整備が求められる。 

・教科の内容に関係する専門家や関係諸機関等と円滑な連携・協働を図り，社会との関わりを

意識して課題を追究したり解決したりする活動を充実させること 

・博物館や資料館，図書館などの公共施設についても引き続き積極的に活用すること 

・教員を対象とした研修の充実に努めること 
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[第 6学年の内容]       学指要解説 小学校社会科 P16 

 



ウ 各学年 指導要領 目標及び内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 第 3学年の目標      学指要解説 小学校社会科 P31 
 
社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を通して，次の

とおり資質・能力を育成することを目指す。 

(1) 身近な地域や市区町村の地理的環境，地域の安全を守るための諸活動や地域の産業と

消費生活の様子，地域の様子の移り変わりについて，人々の生活との関連を踏まえて

理解するとともに，調査活動，地図帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調

べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連，意味を考える力，社会に見られる課題を把握して，

その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えたことや選択・判断し

たことを表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，思考や理解を

通して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚を養う。 

 
２ 第 3学年の内容      学指要解説 小学校社会科 P34  P37 

(1) 身近な地域や市区町村（以下第２章第２節

において「市」という。）の様子について，

学習の問題を追究・解決する活動を通し

て，次の事項を身に付けることができるよ

う指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けるこ

と。 

(ア) 身近な地域や自分たちの市の様子を大

まかに理解すること。 

(イ) 観察・調査したり地図などの資料で調べ

たりして，白地図などにまとめること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現 

等を身に付けること。 

(ア) 都道府県内における市の位置，市の地形

や土地利用，交通の広がり，市役所など主な

公共施設の場所と働き，古くから残る建造物

の分布などに着目して，身近な地域や市の様

子を捉え，場所による違いを考え，表現する

こと。 

 

【内容の取扱い】 

身近な地域や市に古くから残る神社、

寺院、伝統的な家屋など伝統的なまち

並みの位置や広がり 

 

【狭山市副読本 

「わたしたちのまちさやま」】 

３年生  P22 23 

課題 古い建物は、どのような様子で

しょう。 

 天岑寺山門 広福寺山門 八幡神社

本殿 観音堂長門  浅間神社 

 

【博物館常設展示】  28 35 42  

※3 年生では、古い建物の様子と位置

を地図で確認することにとどまってい

るが 4 年生では調べたことを発表す

る。 
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(2) 地域に見られる生産や販売の仕事につ

いて，学習の問題を追究・解決する活動を

通して，次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。 

(内容の取扱い) 

(1)  略 

(2)  地域にみられる生産や販売の仕事につ

いて、学習の問題を追究・解決する活

動を通して、次の事項を身に付けるこ

とができるよう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付け

ること。 

(ア) 生産の仕事は，地域の人々の生

活と密接な関わりをもって行われて

いることを理解すること。 

(イ)販売の仕事は，消費者の多様な願

いを踏まえ売り上げを高めるよう，工

夫して行われていることを理解するこ

と。 

(ウ) 見学・調査したり地図などの資料

で調べたりして，白地図などにまとめ

ること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等

を身に付けること。 

(ア) 仕事の種類や産地の分布，仕事の

工程などに着目して，生産に携わっ

ている人々の仕事の様子を捉え，地

域の人々の生活との関連を考え，表

現すること。 

(イ) 消費者の願い，販売の仕方，他地

域や外国との関わりなどに着目して，

販売に携わっている人々の仕事の様子

を捉え，それらの仕事に見られる工夫

を考え，表現すること 

 

【内容の取扱い】 

生産の仕事は、地域の人々の生活と密着な

かかわりを持っている 

 

【狭山市副読本「わたしたちのまちさやま」】 

３年生  P50～53 

課題 なぜお茶づくりがさかんになったの

でしょう。 

お茶づくりのくふうをしらべましょう。 

お茶の葉はどのように製品になるのでしょ

う。 

 

【博物館常設展示】 44 45 

※生産の仕事については、養蚕の仕事から

狭山の斜子織とその発展に貢献した清水宗

徳についての関連(４学年)   

 

【博物館常設展示】 46 47 48 49  
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1 第 4学年の目標                     学指要解説 小学校社会科 P48 P62 

 
社会的事象の見方・考え方を働かせ，学習の問題を追究・解決する活動を通して次のと

おり資質・能力を育成することを目指す。 

(1) 自分たちの都道府県の地理的環境の特色，地域の人々の健康と生活環境を支える働き

や自然災害から地域の安全を守るための諸活動，地域の伝統と文化や地域の発展に尽く

した先人の働きなどについて，人々の生活との関連を踏まえて理解するとともに，調査

活動，地図帳や各種の具体的資料を通して，必要な情報を調べまとめる技能を身に付け

るようにする。 

(2) 社会的事象の特色や相互の関連，意味を考える力，社会に見られる課題を把握して，

その解決に向けて社会への関わり方を選択・判断する力，考えたことや選択・判断した

ことを表現する力を養う。 

(3) 社会的事象について，主体的に学習の問題を解決しようとする態度や，よりよい社会

を考え学習したことを社会生活に生かそうとする態度を養うとともに，思考や理解を通

して，地域社会に対する誇りと愛情，地域社会の一員としての自覚を養う。 

 

 ２ 第 4学年の内容     学指要解説 小学校社会科 P62 

 

 
(内容の取扱い) 

(1)(2)(3)  略 

(4) 県内の伝統や文化，先人の働きについ

て，学習の問題を追究・解決する活動を通

して，次の事項を身に付けることができる

よう指導する。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けるこ

と。 

(ア) 県内の文化財や年中行事は，地域の

人々が受け継いできたことや，それら

には地域の発展など人々の様々な願い

が込められていることを理解するこ

と。 

 

【内容の取扱い】 

自分たちの住む県内の様々な場所で文化

財や年中行事が受け継がれていること、

それらは地域の歴史を伝えるものである

ことを基に、県内の伝統や文化について

理解する。 

【狭山市副読本「わたしたちのまちさやま」】 

4 年生 P58.59 108 

課題 地域にはどのような古いたてもの

が残っているでしょう。 

・広瀬神社 ・七曲井 ・八幡神社 

・今宿遺跡 ・影隠し地蔵 

・観音堂長屋門・九頭竜大権現 

・大六天 ・生越道道標 ・庚申塔  

・天岑寺山門・富士浅間神社  

・化け地蔵 ・弁財天 
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 課題 昔の様子を伝えるものにはどのよう

なものがあるでしょう。 

    家や学校の周りにはどのようなも

のがのこっているでしょう。 

    昔から続いている行事を調べてみ

ましょう。 

  ・入間川七夕まつり ・甘酒祭り  

・入曽のししまい ・広瀬の火祭り 

  ・笹井の豊年足踊り  

・柏原の十日夜 

【博物館常設展示】 22 23 28 35 42 

55 57 58  

 

(イ)地域の発展に尽くした先人は，様々な

苦心や努力により当時の生活の向上に貢

献したことを理解すること。 

 

【内容の取扱い】 

・開発、教育、医療、文化、産業などにお

いて地域の発展に尽くした先人について、

それらの先人は様々な苦心や努力を重ねて

業績を成し遂げたことや、その苦心や努力

が当時の人々の生活の向上や地域の発展に

大きく貢献したことなどを基に、先人の働

きについて理解することである。 

・県内の伝統や文化、先人の働きについ

て、博物館や資料館などを見学したり、

昔と現在の市の地図や写真などの資料で

調べたりして、年表にまとめることであ

る。ここでは博物館や資料館などを見学

して必要な情報を集める技能、地図や写

真などの資料を結び付けながら情報を読

み取る技能、調べたことを時間の経過に

沿って年表などに整理する技能を身に付

けることが大切である。 

 課題 

・水野の開発の様子をまとめてみましょ

う。 

・地域の人々は、水野の開発をどのように

おもっているでしょう。 
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 【狭山市副読本「わたしたちのまちさやま」】  

4年生 P79～83 

 清水宗徳について 

課題 みんなの近くに、地域の発展につくした 

人にどのような人がいるでしょうか。 

宗徳は、どのような人生を歩んだのでしょうか。 

【博物館常設展示】 49 60 62 

【狭山市副読本「わたしたちのまちさやま」】 

4年生 P68～ 

 きょう土を開く   ※水野の開発について 

課題 ・昔から残る井戸はどのようになってい

るでしょう。 

   ・きょう土にある開発のあとを調べに行っ

てみましょう。 

   ・畑の様子について気づいたことを話し

合いましょう。 

 

(ウ) 見学・調査したり地図などの資料で

調べたりして，年表などにまとめること。 

 

イ次のような思考力，判断力，表現力等を

身に付けること。 

(ア) 歴史的背景や現在に至る経過，保存

や継承のための取組などに着目して， 県

内の文化財や年中行事の様子を捉え，人々

の願いや努力を考え，表現すること。 

(イ) 当時の世の中の課題や人々の願いな

どに着目して，地域の発展に尽くした先人

の具体的事例を捉え，先人の働きを考え，

表現すること。 

 

【狭山市副読本「わたしたちのまちさや

ま」】 

4年生 P66 

課題・調べたことをもとにふるさと歴史マ

ップ 

をつくりましょう。 

【狭山市副読本「わたしたちのまちさやま」】 

4年生 P83 

課題・学習したことを年表にしてまとめて

みましょう。 
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第 4章  指導計画の作成と内容の取扱い 学指要解説 小学校社会科 P141 

 
2 内容の取扱いについての配慮事項     学指要解説 小学校社会科 P141 P144 

※ここでは、博物館社会科見学に係る内容について記載してあります。 

 
(1) 各学校においては，地域の実態を生かし，

児童が興味・関心をもって学習に取り組めるよう

にするとともに，観察や見学，聞き取りなどの調査

活動を含む具体的な体験を伴う学習やそれに基

づく表現活動の一層の充実を図ること。また，社

会的事象の特色や意味，社会に見られる課題な

どについて，多角的に考えたことや選択・判断し

たことを論理的に説明したり，立場や根拠を明確

にして議論したりするなど言語活動に関わる学習

を一層重視すること。 

 

地域にある素材を教材化する 地域の学習

活動の場を設ける 

 地域の人材を積極的に活用する 

【内容の取扱い】 

・教師自身が各学校の置かれている地域の

実態把握に努め，地域に対する理解を深

めるようにする。そして，地域の素材をどの

ように受け止め，地域の人々や施設などか

らどのような協力が得られるかについて明

確にする必要がある。それらを基に，地域

の素材を教材化し，地域の施設を積極的

に活用したり地域の人々と直接関わって学

んだりする学習活動を位置付けた指導計

画を作成することが大切である。 

 
(3) 博物館や資料館などの施設の活用を図ると

ともに，身近な地域及び国土の遺跡や文化

財などについての調査活動を取り入れるよ

うにすること。また，内容に関わる専門家や

関係者，関係の諸機関との連携を図るよう

にすること。 

 

近年，国や地方公共団体，企業などによっ

て，博物館やその他の施設の整備が進めら

れている。これらの諸施設を積極的に活用し

て，社会科の見学や調査活動を行うことは，

児童の意欲や学習効果を高める上で極めて

重要なことである。社会科の学習に活用でき

る博物館には，歴史博物館や郷土資料館の

ほかに，例えば，魚や自動車などに関する博

物館，水道，電気，ガス，原子力など資源・エ

ネルギーに関する博物館，農業や漁業，林

業，伝統的な工業などの地場産業に関する

地域産業振興センターなど，多様なものがあ

る。地域にあるこれらの施設を積極的に活用

することによって，児童の知的好奇心を高

め，学習への動機付けや学習の深化を図る

ことができる。 
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 ことができる。また，諸感覚を通して

実物や本物に触れる感動を味わうことが

できる。学校での積極的な活用を通し

て，これらの施設を自ら進んで利用でき

るようになる。そのことは生涯に渡って

活用する態度や能力の基礎となるもので

ある 

指導計画の作成に当たっては，事前に

施設，遺跡や文化財などの実情を把握

するとともに，関係の機関や施設など

との連携を綿密にとることが大切であ

る。その際，施設の学芸員や指導員な

どから話を聞いたり協力して教材研究

を行ったりして，指導計画を作成する

手掛かりを得ることも一つの工夫であ

る。 

 


